


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 付 ） 三 鬼 俳 句 の 高 校 教 科 柑（ 一 ） 東 苔 改 訂 、
国
n
／ 群 術 の 少 年 し の び 泣 け り 夏 ／ 倒 れ た る
案 山 子 の 頻 の 上 に 天 ／ 水 枕 ガ パ リ と 寒 い 海 が あ る ／
（ 一 ） 東 宙 、
現 代 文 ／ 夜 の 吹 雪 言 葉 の と と く 耳 に 入 ろ ／
（ 二 ） ＝ ＿ 省 堂 、
国 II ・ 同 新 国 II ／ 水 枕 ガ パ リ と ・ ・ ・ ／
（ 三 ） 明 治 基 本 、
現 代 文 ／ 水 枕 ガ パ リ と ・ ・ ・ ／ 穀 象 の 一 匹 だ に も
振 り 向 か ず ／
（ 四 ） 尚 学 、
国ー／みな大き袋を負へり雁渡ろ／
ー注ー右の句に秋元不死男氏の鑑貨文を付す。
（ 五 ） 第 一 の 二 訂 版 、
現代文
／ 水 枕 ・ ・ ・ ／ 算 術 の 少 年 ： ／ 動 か ぬ
蝶 前 後 左 右 に 砥 あ り て ／ 甲 虫 縛 さ れ て 忘 れ ら れ て あ り ／ 秋の 森 出 で 来 て 何 か う し な へ り ／
掲 賊 状 況
の 多 様 性 も あ ろ い は 彼 を 育 く ん だ 作 北 の 主 邑 律 山 の 風 土 に か か わ っっ て い ろ の で は あ ろ ま い か と ひ そ か に 考 え た 。
明 治 以 降 の 近 代 文
学 史 を ひ
も と い て も 、
小 説 の 片 岡 鉄 兵 、
和 歌 の 尾 上 柴 舟 、
詩 の 安
東 次 男 、
そして、
俳 句 の 三 鬼 と 、
寒 暑 に 厳 し い 津 山 盆 地 の 狭 小 な
風 土 が 実 に 多 彩 な 人 材 を 輩 出 し て い
ろ 。
世 界 最 短 の 詩 形 式 ー 俳 句
に 花 鳥悪 詠 の 伝 統 否 定 の 彼 岸 を 紹 咲 か せ よ う と し た 三 鬼 作 品 は 、今 後 も 続 々 、
そ の 創 作 面 で の 踏 襲 者 、
鑑賞面での研究者を現出さ
せ ろ で あ ろ う 。
その
未 来 展 望 の 上 で 、 今 回 の 私 の さ さ や か な 試 み
が識者の一指針になればとひそかに希っていろ。
ー
60 年 7 月 9 日
筆ー
賽 （ 参 考 ） 同 じ 前 術 無 季 派 の 稲 田 山 東 火 の 句 の 掲 賊 紹 介( - ） 大 修 館 、
国 II ． 窓 あ け て ：
／分
け 入 っ て ：
（ 二 ） 筑 康 、
国 ー ・ 分 け 入 っ て も ： ／ ひ と り ひ
っそり：／砂丘
にうづくまり；／てふてふひらひら：·
（ 三 ） 第 一 の 二 訂 、
国 II ／ 分 け 入 っ て ： ／ ほ と と ぎ す あ す は
． ．
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